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17 世耕弘一先生建学史料室広報号

講演会のようす（右上は演者の荒木研究員） 展示会を視察中の世耕弘成先生
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「
世
耕
弘
一
先
生
ド
イ
ツ
留
学
90
周
年

記
念
史
料
展
示
会
」
で
は
、
以
下
に
掲
げ

る
よ
う
な
、
荒
木
康
彦
が
中
心
に
な
っ
て

収
集
し
た
非
常
に
貴
重
な
一
次
史
料
を
含

む
二
十
八
点
が
展
示
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の

史
料
に
つ
い
て
は
、
総
計
一
万
四
千
文

字
を
超
え
る
詳
細
か
つ
綿
密
な
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
が
、
荒
木
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
。

ま
た
、
荒
木
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
、「
世

耕
弘
一
先
生
の
ベ
ル
リ
ン
に
至
る
ま
で
」

の
表
お
よ
び
「
マ
ル
セ
イ
ユ
・
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
・
バ
ー
ゼ
ル
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ベ

ル
リ
ン
各
間
の
列
車
時
刻
表
」、
以
下
に

掲
げ
る
史
料
19
所
収
の
『
日
本
郵
船
株
式

會
社
航
路
圖
』
お
よ
び
同
じ
く
史
料
21
所

収
「
英
國
及
歐
洲
大
陸
交
通
略
圖
」
の
拡

大
コ
ピ
ー
を
掲
示
し
て
、
来
観
者
の
便
宜

を
図
っ
た
。

　
① 

世
耕
弘
一
先
生
「
昇
格
運
動
の
憶
い

出
」（
桜
門
文
化
人
ク
ラ
ブ
編
『
日
本

大
学
七
十
年
の
人
と
歴
史
』
第
一
巻

　

洋
洋
社　

昭
和
三
十
五
年
）（
荒
木

康
彦
所
蔵
）

　

世
耕
弘
一
先
生
が
大
正
十
二

（
一
九
二
三
）
年
九
月
に
ド
イ

ツ
へ
出
立
さ
れ
、
九
十
年
が

経
ち
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
、
建
学
史
料
室
で
は
、「
世

耕
弘
一
先
生
ド
イ
ツ
留
学
90
周

年
記
念
史
料
展
示
会
」
を
平
成

二
十
五
年
十
二
月
二
日
か
ら
七

日
ま
で
、
本
学
中
央
図
書
館
二

階
第
一
演
習
室
で
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
展
示
会
最
終
日
の

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
一
時
間
、

近
畿
大
学
名
誉
教
授
・
博
士
（
歴

史
学
）
荒
木
康
彦
建
学
史
料
室

研
究
員
に
よ
る
世
耕
弘
一
先
生

ド
イ
ツ
留
学
90
周
年
記
念
講
演

「
お
お
い
な
る
旅
路　

T
okio

〜

Berlin 1923

」
を
同
館
二
階
第

二
演
習
室
で
行
い
ま
し
た
。
展

示
会
へ
は
、
学
内
外
か
ら
六
日

間
で
三
一
八
人
の
来
場
が
あ
り
、

講
演
会
聴
講
者
数
は
四
十
九
人

と
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
下
ろ
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
荒
木
研
究
員
の
報
告

を
掲
載
し
ま
す
。

「
世
耕
弘
一
先
生
ド
イ
ツ
留
学

90
周
年
記
念
史
料
展
示
会
」

を
開
催

「
世
耕
弘
一
先
生
ド
イ
ツ
留
学
90
周
年

記
念
史
料
展
示
会
」
お
よ
び

世
耕
弘
一
先
生
ド
イ
ツ
留
学
90
周
年
記

念
講
演
「
お
お
い
な
る
旅
路　

Tokio

〜B
erlin 1

9
2

3

」
に
つ
い
て

近
畿
大
学
名
誉
教
授
・
建
学
史
料
室
研
究
員

　

荒
木　

康
彦
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（Reprint

） （
近
畿
大
学
建
学

史
料
室
所
蔵
）

27. 

一
九
二
三
年
発
行
の
ド
イ
ツ
共
和
国

の100000M
A

RK

紙
幣
（
荒
木
康
彦

所
蔵
）

28. Berlin in Bildern

（A
ufnahm

en 
von Sasha Stone,herausgegeben 
von A

dolf B
ehne,W

ien und 
Leipzig 1929

）
収
録
の
一
九
二
〇
年

代
後
半
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
写
真（
近

畿
大
学
建
学
史
料
室
所
蔵
）

　　

〇
で
囲
っ
た
数
字
の
史
料
は
世
耕
弘
一

先
生
御
自
身
の
陳
述
で
あ
る
。
①
の
史
料

で
は
、
先
生
が｢

大
學
令｣

で
大
学
に
昇

格
し
た
後
の
日
本
大
学
の
最
初
の
入
学

生
・
卒
業
生
で
あ
り
、
最
初
の
留
学
生
で

あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
⑧
の
史

料
は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
刮
目
に

値
す
る
史
料
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
留

学
の
た
め
の
神
戸
か
ら
ベ
ル
リ
ン
ま
で
の

旅
は
四
十
五
日
を
要
し
た
こ
と
な
ど
が
分

か
る
。

　

ゴ
シ
ッ
ク
の
数
字
の
史
料
は
学
外
の
機

関
の
所
蔵
に
な
る
貴
重
な
一
次
史
料
で
あ

り
、
こ
れ
に
依
っ
て
先
生
の
ド
イ
ツ
留
学

に
つ
い
て
の
事
実
確
定
が
な
さ
れ
た
点
が

あ
る
。
特
に
4
は
先
生
の
旅
券
に
関
す

る
公
的
な
記
録
で
あ
る
た
め
、
と
り
わ

け
重
要
で
あ
り
、
先
生
の
旅
券
番
号
は

「
五
四
九
八
三
一
」
で
あ
る
こ
と
、
渡
航

目
的
は
「
学
術
研
究
」
で
あ
る
こ
と
、
旅

行
地
名
は
「
佛
、
瑞
、
獨
」
そ
の
他
で
あ

る
こ
と
、
下
付
月
日
は
「
八
月
三
日
」
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
明
確
に
分
か
る
。
15
の

史
料
に
よ
っ
て
、
先
生
が
渡
欧
に
利
用
さ

所
蔵
）

18.
『
日
本
郵
船
株
式
會
社
創
立
満
三
十
年

記
念
帳
』（
大
正
四
年
刊
行
）
所
収
の

「
日
本
郵
船
株
式
會
社
一
萬
頓
型
汽
船

縦
断
面
図
」（
近
畿
大
学
中
央
図
書
館

所
蔵
）

19.
『
渡
歐
案
内　

日
本
郵
船
』（
大
正

十
三
年
五
月
〔
？
〕
刊
行
）（
近
畿
大

学
建
学
史
料
室
所
蔵
）

20. 

フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
イ
ユ
港
湾
地
図

　

 

（
ド
イ
ツ
の
大
型
百
科
事
典 M

eyers 
Grosses Konversations-Lexikon,6.
A

ufl.,Leipzig und W
ien 1906,Bd.13

）

（
近
畿
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
）

21.
『
歐
洲
大
陸
旅
行
日
程　

日
本
郵
船
株

式
會
社
』（
大
正
十
四
年
発
行　

昭
和

二
年
再
版
）
所
収
「
英
國
及
歐
洲
大

陸
交
通
略
圖
」（
近
畿
大
学
建
学
史
料

室
所
蔵
）

22. Cook's Continental T
im

e T
able 

A
nd Steam

ship Guide,T
hos.Cook 

&
 Son,O

ctober 1923

（
大
阪
府
立

中
央
図
書
館
所
蔵
）
掲
載
の
ベ
ル
リ

ン
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
間
の
時
刻
表

の
コ
ピ
ー

23. 

一
九
二
三
年
当
時
の
「
ベ
ル
リ
ン
の

ア
ン
ハ
ル
ト 

（A
nhalt

）
駅
」
の
絵

葉
書
（
近
畿
大
学
建
学
史
料
室
所
蔵
）

24. H
elm

ut M
aier,Berlin A

nhalter 
Bahnhof,Berlin 1990

の
表
紙
の
ア

ン
ハ
ル
ト
駅
の
複
合
写
真
（
近
畿
大

学
建
学
史
料
室
所
蔵
） 

25. B
aedeker's B

erlin and its 
Environs,Berlin 1923

所
収
の
ベ
ル

リ
ン
地
図
（
荒
木
康
彦
所
蔵
）

26. Pharus-Plan Gross-Berlin,Berlin 

10.
『
公
認　

汽
車
汽
船　

旅
行
案
内　

大

正
十
二
年
七
月　

第
三
四
六
号
』（
大

正
十
二
年
七
月
一
日
刊
行
）
の
復
刻

版
（
昭
和
四
十
七
年　

筑
摩
書
房
）

の
東
海
道
本
線
の
東
京
・
大
阪
間
の

時
刻
表
（
近
畿
大
学
中
央
図
書
館
所

蔵
）

11. 

大
正
十
年
当
時
の
「
梅
田
停
車
場
」

の
絵
葉
書
（
荒
木
康
彦
所
蔵
）

12. 

木
下
宇
陀
児
著
『
土
性
骨
風
雲
録　

教
育
と
政
治
の
天
下
人　

世
耕
弘
一

伝
』（
鏡
浦
書
房　

昭
和
四
十
二
年
）

掲
載
の
大
正
十
二
年
九
月
一
日
に
大

阪
で
撮
影
の
世
耕
弘
一
先
生
と
御
実

兄
の
写
真
（
荒
木
康
彦
所
蔵
）　

13.
『
神
戸
港
大
観
』（
神
戸
市
土
木
部
港

湾
課
編　

大
正
十
二
年
十
一
月
一
日

刊
行
）
所
収
の
大
正
十
二
年
当
時
の

神
戸
港
の
写
真
三
葉
（
近
畿
大
学
建

学
史
料
室
所
蔵
）

14.
「
神
戸
市
地
圖　

付
西
灘
村
」（
著
作

印
刷
兼
發
行
者
：
向
永
寅
吉　

大
正

十
二
年
發
行
）（
近
畿
大
学
建
学
史
料

室
所
蔵
） 
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（
大
阪
府
立
中
央
図
書
館

所
蔵
）
の
第
一
面
及
びSH

IPPIN
G- 

LIST

のF
U

SH
IM

I

‐M
A

R
U

の
掲

載
面
の
コ
ピ
ー

16. 

写
真
版
の
「
伏
見
丸
」
の
絵
葉
書
（
日

本
郵
船
株
式
會
社
発
行
）（
荒
木
康
彦

所
蔵
）

17. 

絵
画
版
の
「
伏
見
丸
」
の
絵
葉
書
（
日

本
郵
船
株
式
會
社
発
行
）（
荒
木
康
彦

2.
「
祝
賀
會
餘
興
新
派
主
義
の
争
（
法

科
主
催
）」
の
写
真
、「
日
本
大
學
祝

賀
会｣

（
大
正
九
年
五
月
十
六
日
、
於

日
本
大
學
）
餘
興
「
二
番
法
科
出
し

も
の
原
惣
兵
衛
作
『
新
派
主
義
の
争

ひ
』」
の
「
役
割
」
の
コ
ピ
ー
（『
日

本
法
政
新
誌　

日
本
大
學
祝
賀
記
念

號
』
第
十
七
巻
第
六
號　

日
本
法
政

學
會
發
行　

大
正
九
年
六
月
）（
近
畿

大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
）

3. 

朝
日
新
聞
本
社
「
自
大
正
十
一
年
至

大
正
十
五
年　

社
員
異
動
簿
（
大
阪

　

東
京
）」
所
収
の
世
耕
弘
一
先
生
の

欄（
朝
日
新
聞
社
社
史
編
修
セ
ン
タ
ー

〔
大
阪
〕
所
蔵
）

4.
「
海
外
旅
券
下
付
表　

二
一
八
巻　

大

正
自
十
二
年
七
月
至
九
月
」
所
収
の

世
耕
弘
一
先
生
の
欄
（
外
務
省
外
交

史
料
館
所
蔵
）

5.
「
外
国
旅
券
下
付
願
」
下
書
き
（
荒
木

康
彦
所
蔵
）

6.
「
大
正
十
四
年
八
月
二
十
三
日
」
交
付

の
「
日
本
帝
国
海
外
旅
券
」（
近
畿
大

学
建
学
史
料
室
所
蔵
）

⑦ 

世
耕
弘
一
先
生
「
ド
イ
ツ
留
学
の
憶

い
出
」（
桜
門
文
化
人
ク
ラ
ブ
編
『
日

本
大
学
七
十
年
の
人
と
歴
史
』
第
二

巻　

洋
洋
社　

昭
和
三
十
六
年
）（
荒

木
康
彦
所
蔵
）

⑧ 

世
耕
弘
一
先
生
「
小
林
先
生
と
の
深

い
因
縁
」（
高
山
福
良
・
原
嶋
亮
二
編

『
小
林
錡
先
生
』
小
林
錡
先
生
顕
彰
会

発
行　

昭
和
三
十
八
年
）（
荒
木
康
彦

所
蔵
）

9. 

大
正
十
年
当
時
の
「
東
京
駅
」
の
絵

葉
書
（
荒
木
康
彦
所
蔵
）
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に
先
生
は
、
猛
勉
強
の
結
果
、
こ
れ
に
見

事
に
合
格
さ
れ
て
、
日
本
大
学
予
科
に
入

学
さ
れ
た
。

　

時
代
的
背
景
と
し
て
は
、
以
下
の
諸

点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
に
は
、

先
ず
政
治
的
に
は
、「
護
憲
運
動
」
に
端

を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
「
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
」
運
動
が
都
市
部
を
中
心
に
広
が

り
、
普
通
選
挙
運
動
も
高
ま
っ
て
い
っ

た
。
経
済
的
に
は
一
九
一
四
年
に
勃
発
し

た
第
一
次
世
界
大
戦
に
は
あ
ま
り
関
わ
ら

な
か
っ
た
日
本
は
未
曽
有
の
戦
時
景
気
に

沸
き
立
ち
、
こ
の
時
期
に
工
業
化
が
促

進
さ
れ
て
輸
出
も
盛
ん
に
な
り
、
特
に

海
運
業
は
活
況
を
呈
し
た
。
か
か
る
変
化

は
高
等
教
育
を
受
け
た
多
く
の
人
員
を
要

す
る
に
至
り
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年

九
月
に
成
立
し
た
立
憲
政
友
会
の
原
敬

（
一
八
五
六
―
一
九
二
一
）
内
閣
は
四
大

綱
領
の
一
つ
に
教
育
施
設
の
充
実
を
掲

げ
、
文
部
大
臣
中
橋
徳
五
郎
（
一
八
六
一

―
一
九
三
四
）
の
も
と
で
高
等
教
育
機
関

拡
充
計
画
が
進
め
ら
れ
た
。
従
来
大
学
は

官
立
大
学
で
あ
る
帝
国
大
学
に
限
ら
れ
て

い
た
が
、
公
立
・
私
立
大
学
お
よ
び
単
科

大
学
の
設
立
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、「
大
學
令
」
が
大
正
七
年
公
布
さ
れ
、

翌
八
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。

　
「
大
學
令
」
に
お
け
る
私
立
大
学
に
つ

い
て
の
規
定
の
内
で
、
こ
こ
で
特
に
関
係

す
る
の
は
以
下
の
点
で
あ
る
。
即
ち
⑴
第

六
条
に
よ
れ
ば
「
私
立
大
學
ハ
財
団
法
人

タ
ル
ヲ
要
ス
」
こ
と
・
⑵
第
七
条
に
よ
れ

ば
「
財
団
法
人
」
た
る
「
大
學
ニ
要
ス
ル
」

資
金
を
「
生
ス
ル
基
本
財
産
」
に
該
当
す

る
現
金
・
証
券
な
ど
を
「
供
託
ス
ヘ
シ
」

学
生
時
代

　

先
生
の
ド
イ
ツ
留
学
へ
の
「
お
お
い
な

る
旅
路
」
の
前
提
を
な
す
、
学
生
時
代
の

先
生
の
御
活
動
と
そ
の
時
代
的
背
景
及
び

留
学
決
定
の
経
緯
か
ら
、
先
ず
論
じ
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
先
生
の
ド
イ

ツ
留
学
の
歴
史
的
意
義
を
明
確
に
認
識
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。　

　

木
下
宇
陀
児
著
『
土
性
骨
風
雲
録　

教
育
と
政
治
の
天
下
人　

世
耕
弘
一
伝
』

（
鏡
浦
書
房　

昭
和
四
十
二
年
）
―
以
下
、

『
土
性
骨
風
雲
録
』
と
略
称
―
に
よ
る
と
、

世
耕
弘
一
先
生
が
現
中
国
東
北
部
か
ら
東

京
に
戻
ら
れ
、
勤
労
学
生
と
し
て
夜
間
の

正
則
英
語
学
校
に
入
ら
れ
た
の
は
、
大
正

六
（
一
九
一
七
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

先
生
は
入
学
の
喜
び
を
実
感
さ
れ
た
が
、

卒
業
し
て
大
学
予
科
に
進
む
の
に
あ
と
五

年
も
か
か
る
の
で
、
こ
れ
を
短
縮
し
た
い

と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
専
門
学
校

受
験
資
格
者
検
定
試
験
」（
当
時
は
略
し

て
「
専
検
」
と
呼
ば
れ
た
）
の
制
度
に
着

目
さ
れ
、
こ
れ
に
合
格
し
て
、
中
学
卒
業

を
待
た
ず
に
進
学
す
る
こ
と
を
目
指
さ
れ

た
。
そ
の
当
時
、
こ
の
学
校
で
学
び
な
が

ら
「
専
検
」
受
験
を
準
備
す
る
人
士
が
か

な
り
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
こ
の
「
専
検
」
は
非
常
に
難
関

で
あ
り
、
先
生
が
受
験
さ
れ
た
大
正
七
年

の
東
京
府
の
「
専
検
」
に
つ
い
て
の
史

料
は
ま
だ
見
出
し
得
な
い
が
、
大
正
十

年
の
東
京
府
の
「
専
検
」
受
験
者
数
は

百
九
十
九
名
で
合
格
者
は
二
十
二
名
で
あ

り
、
当
時
と
し
て
は
非
常
に
難
関
だ
っ
た

こ
と
が
分
る
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年

リ
ン
を
訪
れ
た
外
国
人
が
よ
く
利
用
し
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
25
（
世
耕
弘
一
先

生
が
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
さ
れ
た
年
で
あ
る

一
九
二
三
年
刊
行
さ
れ
た
も
の
）
に
は
、

先
生
が
下
宿
さ
れ
た
ヴ
ィ
ル
デ
（W

ilde

）

氏
宅
が
あ
っ
た
（
⑦
の
史
料
に
よ
る
）
ヒ

ン
デ
ン
ブ
ル
ク
（H

indenburg

）
通
り

が
確
認
で
き
る
地
図
が
収
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
今
後
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
先
生
の
ベ
ル
リ
ン
で
の
留
学
生

活
に
関
す
る
研
究
に
展
望
を
拓
く
も
の
で

あ
る
。　

　

 　
　
　
　
　
　

2．

　

荒
木
康
彦
に
よ
る
世
耕
弘
一
先
生
ド
イ

ツ
留
学
90
周
年
記
念
講
演
「
お
お
い
な
る

旅
路　

T
okio

〜Berlin 1923

」
の
概
要

は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
掲
載

し
た
よ
う
な
講
演
概
要
の
報
告
と
い
う
性

格
上
、
注
釈
・
参
考
文
献
な
ど
は
省
い
て

い
る
の
で
、
こ
の
点
は
諒
と
さ
れ
た
い
。

（
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
以
下
、
見

出
し
を
適
宜
付
し
た
。）

　

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
に
世
耕
弘

一
先
生
は
ド
イ
ツ
留
学
へ
出
立
さ
れ
た

が
、
当
時
お
住
ま
い
の
東
京
か
ら
留
学
先

の
ベ
ル
リ
ン
ま
で
一
カ
月
半
余
り
の
「
お

お
い
な
る
旅
路
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
講
演

で
は
、
先
生
の
「
お
お
い
な
る
旅
路
」
に

関
し
て
、
展
示
史
料
や
そ
の
他
の
史
料
を

引
用
し
つ
つ
、
可
能
な
限
り
実
証
的
に
述

べ
た
。

れ
た
伏
見
丸
が
一
九
二
三
年
九
月
二
日
に

神
戸
を
解か

い
ら
ん纜
し
た
こ
と
が
事
実
確
定
で
き

た
。
こ
れ
ら
の
史
料
の
コ
ピ
ー
の
展
示
許

可
を
与
え
ら
れ
た
朝
日
新
聞
社
社
史
編
修

セ
ン
タ
ー
（
大
阪
）・
外
務
省
外
交
史
料

館
・
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
（
順
不
同
）
に
、

こ
の
場
を
借
り
て
、
謝
意
を
表
し
た
く
思

う
。

　

イ
タ
リ
ッ
ク
に
し
た
数
字
の
史
料
は
建

学
史
料
室
所
蔵
、
近
畿
大
学
中
央
図
書
館

所
蔵
あ
る
い
は
荒
木
所
蔵
に
な
る
、
そ
の

当
時
に
刊
行
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
刊
行
史
料
で
あ
る
が
、
ゴ
シ
ッ
ク
の

数
字
の
公
的
性
格
の
史
料
同
様
に
重
要

な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

13
・
14
か
ら
は
世
耕
弘
一
先
生
が
神
戸
を

発
た
れ
た
時
の
第
一
岸
壁
の
場
所
や
具
体

的
な
様
子
が
分
か
る
。
ま
た
、
18
は
世
耕

弘
一
先
生
が
渡
欧
に
利
用
さ
れ
た
伏
見
丸

の
具
体
的
な
様
子
、
な
か
ん
ず
く
先
生
が

過
ご
さ
れ
た
「
二
等
客
室
」
の
様
子
が
分

か
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　

9
・
11
・
16
・
17
・
23
は
い
ず
れ
も

刊
行
年
が
確
定
出
来
た
絵
葉
書
で
あ
り
、

こ
の
当
時
の
絵
葉
書
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
性
格
を

持
っ
て
お
り
、
そ
れ
故
に
今
日
で
は
史

料
と
し
て
の
価
値
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
も
23
は
世
耕
弘
一
先
生

の
「
お
お
い
な
る
旅
路
」
の
終
着
駅
、
第

二
次
世
界
大
戦
中
に
戦
禍
で
瓦
解
し
た
ベ

ル
リ
ン
の
ア
ン
ハ
ル
ト
駅
の
一
九
二
三
年

（
裏
面
の
ド
イ
ツ
語
通
信
文
の
発
信
年
月

日
と
消
印
か
ら
分
る
）
当
時
の
姿
を
残
す

非
常
に
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

　

そ
の
他
に
特
記
す
べ
き
は
、
当
時
ベ
ル
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一
九
四
一
）
経
済
部
長
の
も
と
で
「
記
者

見
習
」
と
し
て
活
動
さ
れ
た
。　

留
学
に
向
け
て

　

そ
う
し
た
中
で
、
史
料
７
の
「
ド
イ
ツ

留
学
の
憶
い
出
」
に
あ
る
よ
う
に
、
先
生

は
日
本
大
学
の
理
事
山
岡
萬
之
助
か
ら

「
大
正
十
二
年
四
月
末
」
に
「
ド
イ
ツ
留

学
の
内
命
を
う
け
た
」
の
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
朝
日
新
聞
社
と
日
本
大
学
と
の
間

に
協
議
が
な
さ
れ
た
模
様
で
、
史
料
３
に

あ
る
よ
う
な
こ
と
で
決
着
が
つ
け
ら
れ
た

と
拝
察
さ
れ
る
。
こ
の
史
料
は
大
阪
・
東

京
朝
日
新
聞
本
社
の
大
正
十
一
年
か
ら
大

正
十
五
年
ま
で
の
人
事
異
動
に
関
す
る
記

録
で
あ
り
、
大
正
十
二
年
の
部
分
に
世
耕

弘
一
先
生
に
関
す
る
史
料
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。「
発
令
月
日
」
の
欄
に
は
「
大

阪
朝
日
新
聞
社
総
務
局
文
書
課　

12
．
7
．

11
」
の
ス
タ
ン
プ
が
あ
り
、
「
給
与
」
は

「
報
酬
無
シ
」、「
氏
名
」
は
「
世
耕
弘
一
」、

「
辞
令
」
は
「
在
欧
中
通
信
ヲ
嘱
託
ス
」、

「
所
属
」
は
「
私
立
日
本
大
学
独
乙
留
学

生
」、
「
職
名
」
は
空
白
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
日
本
大
学

の
ド
イ
ツ
留
学
生
と
し
て
の
世
耕
弘
一
先

生
が
、
大
正
十
二
年
七
月
十
一
日
に
朝
日

新
聞
社
か
ら
報
酬
無
し
で
在
欧
中
に
通
信

を
嘱
託
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
、
決
定
的
な

史
料
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
段
階
で
、
先
生
が
な
さ

れ
る
べ
き
こ
と
は
旅
券
の
申
請
で
あ
っ

た
。
こ
の
当
時
の
旅
券
申
請
の
規
則
に

従
っ
て
、
世
耕
弘
一
先
生
は
外
国
旅
券
下

付
願
（
史
料
５
の
よ
う
な
）・
戸
籍
抄
本
・

　

先
生
は
勤
労
学
生
と
し
て
大
学
生
活
を

送
ら
れ
、
勉
学
だ
け
で
は
な
く
て
演
劇
に

お
い
て
も
、
そ
し
て
雄
弁
会
で
も
活
躍
さ

れ
て
い
た
。
『
日
本
法
政
新
誌
』
を
精
査

し
た
結
果
、
先
生
は
大
正
九
年
十
月
十
日

に
日
本
大
学
大
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
「
全

國
大
學
聯
合
雄
弁
大
會
」
で
幹
事
と
し
て

開
会
の
辞
を
述
べ
て
お
ら
れ
た
こ
と
、
翌

十
年
二
月
十
三
日
に
日
本
大
学
大
講
堂
で

開
催
さ
れ
た
日
本
大
学
雄
弁
会
春
季
雄
弁

例
会
、
翌
々
十
一
年
五
月
一
日
に
日
本
大

学
大
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
日
本
大
学
雄
弁

会
春
季
雄
弁
例
会
で
熱
弁
を
振
る
わ
れ
た

こ
と
な
ど
が
見
出
さ
れ
、
大
学
雄
弁
会
で

は
日
本
大
学
だ
け
で
は
な
く
て
全
国
的
に

よ
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
推
察
さ

れ
る
。
先
生
の
日
本
大
学
在
学
中
の
そ
う

し
た
御
活
躍
は
、「
大
學
令
」
に
基
づ
く

大
学
と
な
っ
た
後
の
日
本
大
学
の
最
初
の

卒
業
生
の
中
か
ら
「
日
本
大
学
ド
イ
ツ
留

学
生
」
と
し
て
、
先
生
が
同
大
学
の
理
事

山
岡
萬
之
助
に
よ
っ
て
選
抜
さ
れ
た
理
由

と
な
っ
た
と
拝
察
さ
れ
る
。　

　

先
生
は
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の

大
学
卒
業
に
際
し
、
三
月
十
七
日
に
朝
日

新
聞
東
京
本
社
で
入
社
試
験
を
受
け
ら

れ
た
。
受
験
者
は
大
阪
本
社
を
含
め
て

三
百
五
十
名
で
採
用
は
二
十
五
名
（
東
京

本
社
だ
け
で
は
二
十
二
名
）
で
あ
っ
た
こ

と
が
、『
朝
日
社
報
』
八
十
五
号
〔
大
正

十
二
年
四
月
二
十
日
印
刷
〕）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
先
生
は
採
用
さ
れ
、
前
掲

の
『
土
性
骨
風
雲
録
』
に
よ
れ
ば
、
短
期

間
大
阪
本
社
に
、
そ
の
後
は
東
京
本
社
の

経
済
部
に
配
属
さ
れ
、
経
済
記
者
と
し
て

令
名
の
あ
っ
た
牧
野
輝
智
（
一
八
七
九
―

た
大
学
と
な
り
、
こ
の
史
料
１
に
は
先
生

は
そ
れ
以
後
の
最
初
の
入
学
生
・
卒
業
生

で
あ
る
と
い
う
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
の

は
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
括
目
す
べ
き

は
、
こ
の
史
料
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
世
耕
弘
一
先
生
は
日
本
大
学
が

大
学
に
昇
格
し
た
後
に
最
初
に
派
遣
し
た

留
学
生
で
あ
る
点
で
あ
る
。

　

こ
の
当
時
に
日
本
大
学
の
経
営
の
中
心

で
あ
っ
た
山
岡
萬
之
助
が
こ
の
よ
う
に

多
数
の
卒
業
生
を
外
国
留
学
さ
せ
た
の

は
、
日
本
大
学
は
他
の
私
立
大
学
同
様
に

専
任
教
員
が
き
わ
め
て
少
な
く
、「
大
學

令
」
第
十
七
条
に
抵
触
す
る
の
で
、
こ
れ

を
解
消
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
派
遣
費
用

は
日
本
大
学
か
ら
の
費
用
お
よ
び
校
友
の

寄
付
金
等
が
充
当
さ
れ
、
在
外
研
究
員
の

性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
大
学

の
留
学
生
派
遣
先
と
し
て
ド
イ
ツ
が
多
い

理
由
は
、
無
論
わ
が
国
が
ド
イ
ツ
法
の
影

響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
基
本
的
に
あ
る

が
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
ド
イ
ツ
の
通

貨
マ
ル
ク
の
価
値
が
低
落
し
て
、
円
の
価

値
が
相
対
的
に
上
が
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
五
月
十
六
日

に
日
本
大
学
の
大
学
昇
格
祝
賀
会
が
新
校

舎
落
成
祝
い
な
ど
を
兼
ね
て
、
同
大
学
で

盛
大
に
催
さ
れ
、
そ
の
余
興
と
し
て
法
文

学
部
法
律
科
の
学
生
が
演
じ
た
、
原
惣
兵

衛
作
『
新
派
主
義
の
争
ひ
』（
正
し
く
は
、

新
派
喜
劇
『
主
義
の
争
ひ
』）
の
一
シ
ー

ン
の
写
真
が
史
料
２
で
あ
る
。
こ
の
写
真

の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、
舞
台
右
手

で
手
に
杖
を
握
り
、
羽
織
袴
姿
で
豪
快
に

高
笑
い
し
て
い
る
「
花
子
の
父
」
を
演
じ

る
の
が
世
耕
弘
一
先
生
で
あ
る
。

と
の
こ
と
・
⑶
第
十
七
条
に
よ
れ
ば
「
相

当
数
ノ
専
任
教
員
ヲ
置
ク
」
べ
き
こ
と
で

あ
る
。

　
「
大
學
令
」
に
基
づ
い
て
申
請
し
た
慶

應
義
塾
大
学
と
早
稲
田
大
学
が
大
正
九

（
一
九
二
〇
）
年
二
月
五
日
に
、
明
治
大

学
・
法
政
大
学
・
中
央
大
学
・
日
本
大
学
・

國
學
院
大
学
が
同
年
四
月
十
五
日
に
認
可

さ
れ
た
。
認
可
さ
れ
た
大
学
は
「
三
週
間

以
内
」
に
最
低
五
十
万
円
の
基
本
財
産
の

供
託
を
な
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
日
本
大
学
の

場
合
、
法
文
学
部
と
商
学
部
の
二
学
部
設

置
を
申
請
し
て
い
た
の
で
六
十
万
円
の
供

託
金
を
三
週
間
以
内
に
納
め
る
必
要
が
あ

り
、
規
模
が
小
さ
く
財
政
基
盤
も
弱
か
っ

た
当
時
の
日
本
大
学
に
は
そ
れ
が
困
難
で

あ
っ
た
。

　

因
み
に
認
可
申
請
の
際
に
提
出
さ
れ
た

文
書
に
よ
れ
ば
、
日
本
大
学
・
慶
應
義
塾

大
学
・
早
稲
田
大
学
の
学
部
学
生
数
は
そ

れ
ぞ
れ
六
百
五
十
人
・
二
千
八
百
五
十

人
・
二
千
三
百
人
、
学
部
専
任
教
員
は
そ

れ
ぞ
れ
十
二
人
・
六
十
一
人
・
六
十
九
人

と
な
っ
て
い
る
。
か
か
る
状
況
下
で
、
専

門
学
校
令
に
よ
る
日
本
大
学
の
予
科
の
学

生
の
世
耕
弘
一
先
生
は
学
友
二
人
と
相
語

ら
っ
て
募
金
活
動
を
熱
心
に
展
開
さ
れ
、

「
三
万
円
ぐ
ら
い
」
を
集
め
て
、
理
事
の

山
岡
萬
之
助
（
一
八
七
六
―
一
九
六
八
）

の
も
と
に
持
参
し
た
こ
と
が
、
展
示
史
料

１
で
は
活
写
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
供
託
金
は
五
箇
年
賦
で
よ
い
こ

と
と
な
り
、
理
事
山
岡
萬
之
助
ら
の
尽

力
で
納
め
ら
れ
、
前
述
の
よ
う
に
大
正

九
（
一
九
二
〇
）
年
四
月
十
五
日
に
日
本

大
学
は
「
大
學
令
」
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
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東
京
の
被
害
が
甚
大
で
あ
る
と
の
報
に
出

発
を
逡
巡
さ
れ
た
。『
土
性
骨
風
雲
録
』

に
よ
る
と
東
京
の
山
の
手
は
被
害
が
小
さ

か
っ
た
と
の
情
報
で
御
家
族
の
無
事
を
確

信
さ
れ
、
予
定
し
て
い
た
日
本
郵
船
株
式

会
社
の
伏
見
丸
で
同
日
神
戸
を
解か

い

纜ら
ん

さ
れ

た
。

　

史
料
13
は
大
正
十
二
年
刊
行
の
神
戸
市

土
木
部
港
湾
課
編
『
神
戸
港
大
観
』
で
、

こ
れ
に
収
録
の
三
枚
の
写
真
の
内
の
中
段

の
も
の
で
右
端
に
霞
ん
で
写
っ
て
い
る
の

が
一
番
突
堤
で
あ
り
、
こ
こ
に
日
本
郵
船

の
船
舶
は
接
岸
し
て
い
た
。

　

史
料
14
で
あ
る
大
正
十
二
年
発
行
「
神

戸
市
地
圖
」
を
見
る
と
、
港
に
は
第
一
突

堤
・
第
二
突
堤
・
第
三
突
堤
・
第
四
突
堤

が
あ
り
、
い
ず
れ
に
も
鉄
道
の
引
き
込
み

線
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
。
第
二
突
堤
・

第
三
突
堤
・
第
四
突
堤
に
は
貨
物
を
収
納

す
る
上
屋
が
多
数
あ
る
が
、
日
本
郵
船
の

船
舶
が
接
岸
す
る
第
一
突
堤
の
東
側
の
岸

壁
付
近
に
は
建
物
は
な
い
。
こ
の
岸
壁
に

係
留
し
た
伏
見
丸
に
先
生
は
搭
乗
さ
れ
て

欧
州
に
向
か
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

史
料
15
は
一
九
二
三
年
九
月
十
三
日
に

神
戸
で
発
行
さ
れ
た
英
字
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
船
舶
情
報
で
あ
る
が
、
そ
の
出
航
の

欄
のSeptem

ber 2nd.

（
９
月
２
日
）
の

部
分
にFushim

i-m
aru,1093(sic !),for 

London-N
.Y

.K
.

（
伏
見
丸
、
１
０
９
３

ト
ン
、
ロ
ン
ド
ン
向
け
、
日
本
郵
船
）

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
１
０
９
３
と
い

う
伏
見
丸
の
ト
ン
数
は
誤
り
で
あ
り
、

１
０
９
３
０
ト
ン
が
正
し
い
）。
ま
た
、

伏
見
丸
は
マ
ル
セ
イ
ユ
を
経
由
し
て
、
ロ

ン
ド
ン
に
向
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

発
し
た
の
が
そ
の
年
の
八
月
三
十
一
日
、

ち
ょ
う
ど
関
東
大
震
災
の
前
日
」
で
あ
っ

た
。
当
初
は
九
月
一
日
に
出
発
の
予
定
で

あ
っ
た
が
、『
土
性
骨
風
雲
録
』に
よ
れ
ば
、

友
人
の
忠
告
を
容
れ
て
、
一
日
早
め
ら

れ
、
八
月
三
十
一
日
の
夜
汽
車
で
東
京
を

発
た
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
史
料
９
の

絵
葉
書
は
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
当
時

の
東
京
駅
を
撮
影
し
た
も
の
で
、
自
動
車

が
多
く
な
る
の
は
関
東
大
震
災
の
後
か
ら

で
、
当
時
は
市
電
と
人
力
車
が
都
市
内
の

主
な
交
通
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。

　

史
料
10
は
大
正
十
二
年
七
月
一
日
刊
行

の
時
刻
表
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
掲
載
さ

れ
た
、
夕
刻
か
ら
深
夜
に
か
け
て
東
京
を

発
ち
翌
日
午
前
中
に
大
阪
に
到
着
す
る
六

本
の
夜
行
急
行
列
車
の
い
ず
れ
か
で
、
先

生
は
九
月
一
日
に
大
阪
に
到
着
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
当
時
は
急
行
で
も
東
京
・
大

阪
間
は
十
二
・
三
時
間
ほ
ど
か
か
っ
て
い

る
。

　

前
に
掲
げ
た
『
土
性
骨
風
雲
録
』
に
よ

る
と
、
九
月
一
日
に
史
料
11
の
絵
葉
書
に

あ
る
よ
う
な
大
阪
駅
に
到
着
さ
れ
た
先
生

は
、
当
時
大
阪
に
住
ま
わ
れ
て
い
た
御
実

兄
の
世
耕
良
一
氏
を
訪
ね
ら
れ
、
同
日
記

念
撮
影
を
し
て
お
ら
れ
、
そ
れ
が
史
料
12

で
あ
る
。
真
に
眦

ま
な
じ
りを
決
し
た
と
い
う
べ
き

断
固
た
る
表
情
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
史
料
７
で
は
「
大
阪
で
昼
食

を
し
て
い
る
時
に
グ
ラ
グ
ラ
と
揺
れ
出
し

た
が
、
ま
さ
か
東
京
が
、
あ
ん
な
大
き
な

被
害
を
受
け
よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。」

と
あ
り
、
そ
れ
は
無
論
関
東
大
震
災
の
揺

れ
で
あ
っ
た
。
翌
二
日
に
先
生
は
神
戸
に

行
か
れ
、
乗
船
前
に
関
東
大
震
災
に
よ
る

た
と
思
わ
れ
る
。
裏
の
右
側
に
は
先
生
の

上
半
身
の
写
真
が
貼
付
さ
れ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
「
賞
状
型
」
旅
券
は
専
用
封
筒

に
入
れ
て
携
帯
さ
れ
た
が
、
持
ち
運
び
に

不
便
で
評
判
が
悪
か
っ
た
。

　

史
料
７
は
、
先
生
の
ド
イ
ツ
留
学
に
至

る
経
緯
・
ベ
ル
リ
ン
で
の
生
活
な
ど
を
知

る
唯
一
の
確
実
な
史
料
で
あ
り
、
こ
こ
で

は
以
下
の
四
点
が
重
要
で
あ
る
。
即
ち
⑴

日
本
大
学
の
理
事
山
岡
萬
之
助
か
ら
「
ド

イ
ツ
留
学
の
内
命
を
う
け
た
の
は
大
正

十
二
年
四
月
末
の
こ
と
」、
⑵
「
東
京
を

出
発
し
た
の
が
そ
の
年
の
八
月
三
十
一

日
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
⑶
「
神
戸
か
ら
出

航
す
る
欧
州
航
路
の
伏
見
丸
と
い
う
船

に
乗
っ
て
ド
イ
ツ
に
向
か
っ
た
」
こ
と
、

⑷
「
伏
見
丸
で
は
小
林
錡
さ
ん
と
一
緒
で

あ
っ
た
が
、
小
林
さ
ん
と
は
一
緒
に
日
本

を
発
っ
て
帰
国
す
る
時
も
一
緒
で
あ
っ

た
」
こ
と
の
四
点
で
あ
る
。

　

史
料
８
は
、
衆
議
院
議
員
の
小
林

錡か
な
え

（
一
八
八
八
―
一
九
六
〇
）
に
対
す

る
世
耕
弘
一
先
生
の
追
悼
文
で
あ
り
、

二
〇
一
二
年
五
月
に
荒
木
に
よ
っ
て
発
見

さ
れ
た
。
史
料
７
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

二
つ
の
点
、
即
ち
「
独
逸
に
留
学
の
時
は

同
時
に
神
戸
で
乗
船
、
船
室
も
二
等
で
同

室
」
で
あ
っ
た
点
、「
日
本
を
は
な
れ
て

ベ
ル
リ
ン
に
着
く
ま
で
四
十
五
日
間
」
要

し
た
点
が
活
写
さ
れ
て
い
て
、
非
常
に
興

味
深
い
史
料
で
あ
る
。

旅
立
ち

　

か
く
し
て
留
学
準
備
の
整
っ
た
先
生

は
、
７
の
史
料
に
よ
れ
ば
、「
東
京
を
出

上
半
身
の
写
真
二
葉
・「
旅
券
手
数
料
」

十
円
を
東
京
府
に
提
出
さ
れ
た
と
推
察
さ

れ
る
。
外
務
省
は
旅
券
を
交
付
し
、
そ
の

結
果
を
「
海
外
旅
券
下
付
表
」
と
い
う
一

覧
表
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
「
二
一
八

巻　

大
正
自
十
二
年
七
月
至
九
月
」
の
東

京
府
の
十
九
丁
裏
に
先
生
の
項
目
が
あ

る
。
即
ち
そ
れ
が
史
料
４
で
あ
り
、「
旅

券
番
號
」
は
「
五
四
九
八
三
一
」、「
氏
名
」

は
「
世
耕
弘
一
」、「
身
分
」
は
戸
主
で
あ

る
御
実
兄
の
弟
、「
本
籍
地
」
は
和
歌
山

県
の
御
出
生
地
、「
年
齢
」
は
「
卅
年
六

月
」、「
保
証
人
」
は
こ
の
時
代
は
不
要
で

空
欄
、「
旅
行
地
名
」
は
「
香
港
、新
嘉
坡
、

馬
按
加
、
彼
南
、
古
倫
母
、
蘇
土
、
坡
西
土
、

佛
、
瑞
、
獨
」（
ホ
ン
コ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
マ
ラ
ッ
カ
、
プ
ナ
ン
、
コ
ロ
ン
ボ
、

ス
エ
ズ
、
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、

ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
）、「
旅
行
目
的
」
は
「
学

術
研
究
」、「
下
付
月
日
」
は
「
八
月
三
日
」

と
な
っ
て
い
る
。

　

わ
が
国
で
旅
券
が
今
日
の
よ
う
な

「
手
帳
型
」
に
な
っ
た
の
は
昭
和
元

（
一
九
二
五
）
年
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、

世
耕
弘
一
先
生
に
大
正
十
二
年
八
月
三
日

に
交
付
さ
れ
た
旅
券
は
、
展
示
史
料
６
の

よ
う
な
縦
二
十
六
セ
ン
チ
・
横
四
十
セ
ン

チ
の
い
わ
ゆ
る
「
賞
状
型
」
の
旅
券
だ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
表
の
右
側

の
「
日
本
帝
国
海
外
旅
券
」
の
日
本
語
表

記
の
部
分
の
右
肩
に
は
「
五
四
九
八
三
一

號
」
と
印
刷
さ
れ
、
文
言
の
一
行
目
の

「
右
ハ
」
以
下
に
は
、
学
術
研
究
の
た
め

に
香
港
、
新
嘉
坡
、
馬
按
加
、
彼
南
、
古

倫
母
、
蘇
土
、
坡
西
土
、
佛
、
瑞
、
獨
へ
、

と
い
っ
た
よ
う
な
文
言
が
墨
書
さ
れ
て
い
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請
の
際
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
旅
行
地
と

し
て
「
佛
、
瑞
、
獨
」
を
記
載
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

史
料
８
に
お
い
て
神
戸
か
ら
ベ
ル
リ
ン

ま
で
は
四
十
五
日
を
要
し
た
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
史
料
19
に
お
い
て
神
戸
解
纜
か

ら
四
十
三
日
目
に
マ
ル
セ
イ
ユ
に
入
港
す

る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
立
脚
し
て
、
以

下
議
論
を
進
め
た
い
。
鉄
道
で
マ
ル
セ
イ

ユ
か
ら
リ
ヨ
ン
・
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
・
バ
ー
ゼ

ル
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
経
由
し
て
ベ
ル

リ
ン
に
赴
く
場
合
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
時
刻
の
列
車
を
乗
り
継
い
で
行
け
ば
、

二
日
と
何
時
間
か
で
そ
れ
が
可
能
な
の
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

史
料
21
の
冒
頭
部
に
当
時
す
で
に
世
界

的
に
営
業
を
展
開
し
て
い
た
旅
行
会
社

で
あ
る
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
（T

hom
as 

Cook

）
社
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

言
及
が
あ
り
、「
汽
車
賃
、
ホ
テ
ル
の

室
及
び
食
事
代
を
含
ん
だ
ク
ー
ポ
ン

（Coupon

）
が
ト
マ
ス
、ク
ッ
ク
（T

hos.
Cook &

 Son

）
で
買
わ
れ
ま
す
、
歐
洲

旅
行
に
は
同
社
の
世
話
に
な
る
こ
と
が
一

番
良
い
様
で
あ
り
ま
す
。
」
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
か
ら
推
測
で
き
る
の
は
、
世
耕

弘
一
先
生
と
小
林
錡
の
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら

ベ
ル
リ
ン
ま
で
の
鉄
道
旅
行
も
ト
ー
マ

ス
・
ク
ッ
ク
社
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
も
の

の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

個
人
的
に
乗
り
継
ぎ
場
所
で
次
々
と

切
符
を
購
入
す
る
の
は
煩
雑
で
も
あ
る

し
、
当
時
の
日
本
人
は
欧
州
で
の
旅
行
の

際
に
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
社
を
よ
く
利
用

し
て
い
る
の
が
種
々
の
史
料
か
ら
分
る
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
史
料
21
に
付
録

こ
と
に
な
る
。

　

マ
ル
セ
イ
ユ
に
上
陸
後
か
ら
ベ
ル
リ
ン

に
至
る
陸
上
の
旅
に
つ
い
て
は
、
史
料

７
・
８
・
12
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
言
及
さ

れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
日
本
郵
船
が
自
社

の
船
舶
で
渡
欧
す
る
客
に
配
布
し
た
史
料

21
に
そ
の
手
が
か
り
を
見
出
す
こ
と
が

出
来
る
。
こ
の
史
料
に
収
録
さ
れ
て
い

る
「
歐
洲
大
陸
旅
行
案
内
」
に
マ
ル
セ
イ

ユ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
要
都
市
ま
で
の
旅

行
ル
ー
ト
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に

「
馬
耳
塞
よ
り
伯
林
へ（
一
千
五
十
六
哩
）」

と
し
て
「
馬
耳
塞
よ
り
獨
逸
に
行
か
う
と

考
え
ら
る
ゝ
旅
客
はLyons

及
びGeneva

を
経
てBale

に
至
り
…
此
のBale

か
ら

は
獨
逸
の
各
方
面
」
に
行
く
こ
と
が
出

来
、「
目
的
が
伯
林
行
な
ら
最
上
旅
程
は

Carlsruhe

經
由
で
あ
り
ま
す
。
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
史
料
の
末
尾
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
英
國
及
歐
洲
大
陸
交
通
略
圖
」
を
参
照

し
て
も
明
白
な
よ
う
に
、
こ
の
カ
ー
ル
ス

ル
ー
エ
か
ら
北
に
線
路
が
伸
び
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
（Frankfurt

）
に
至
っ
て
い

る
。
実
は
、
こ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ベ

ル
リ
ン
間
の
路
線
は
、
ド
イ
ツ
の
鉄
道
の

幹
線
中
の
幹
線
な
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら

勘
案
す
れ
ば
、
当
時
、
鉄
道
で
マ
ル
セ
イ

ユ
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
赴
く
場
合
、リ
ヨ
ン
・

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
・
バ
ー
ゼ
ル
を
経
由
し
て
ド

イ
ツ
に
入
り
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
・
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
を
経
由
し
て
行
く
の
が
、
き

わ
め
て
一
般
的
だ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
一
般
的
な
ル
ー
ト
が
史
料

21
で
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
、
世
耕
弘
一
先
生
は
海
外
旅
券
の
申

逸
に
留
学
の
時
は
同
時
に
神
戸
で
乗
船
、

船
室
も
二
等
で
同
室
」
と
さ
れ
て
お
り
、

史
料
18
の
『
日
本
郵
船
株
式
會
社
創
立

満
三
十
年
記
念
帳
』
収
録
の
非
常
に
克
明

な
「
日
本
郵
船
株
式
會
社
一
萬
頓
型
汽
船

縦
断
面
図
」
に
お
い
て
世
耕
弘
一
先
生
が

利
用
さ
れ
た
「
二
等
客
室
」
を
確
認
で
き

る
。
船
尾
部
分
に
四
室
あ
り
、
各
室
に

二
段
ベ
ッ
ド
と
椅
子
と
が
置
か
れ
て
お

り
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
先
生
は
小
林
錡
と

共
同
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ

の
居
住
性
は
必
ず
し
も
良
く
な
か
っ
た
よ

う
で
、
こ
の
史
料
８
に
は
、
湿
疹
に
罹
っ

た
小
林
錡
に
先
生
が
薬
を
貼
付
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
コ
ロ
ン
ボ
付
近
で
は
御
両
人
と

も
熱
病
に
冒
さ
れ
た
こ
と
が
陳
述
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
船
が
地
中
海
に
入
る
と
、

気
候
も
良
く
な
り
、
御
両
人
と
も
健
康
を

回
復
さ
れ
、
そ
し
て
四
十
三
日
目
、
即
ち

十
月
十
四
日
に
は
遂
に
搭
乗
さ
れ
て
い
た

伏
見
丸
は
マ
ル
セ
イ
ユ
に
入
港
し
た
と
判

断
さ
れ
る
。

　

マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
、
当
時
す
で
に
地
中

海
の
海
岸
線
と
そ
れ
に
沿
っ
て
築
か
れ
た

長
大
な
防
波
堤
か
ら
近
代
的
な
港
湾
が

構
築
さ
れ
て
お
り
、
展
示
史
料
19
の
『
渡

歐
案
内
』
の
「
寄
港
案
内
」
の
記
述
で

は
、
伏
見
丸
な
ど
の
日
本
郵
船
の
船
舶

は
そ
の
左
端
か
ら
進
入
しBassin de la 

Gare M
aritim

e

（
海
上
の
駅
の
船
溜
ま

り
）
の
第
八
岸
壁
に
接
岸
し
た
と
さ
れ
て

お
り
、
史
料
20
の
マ
ル
セ
イ
ユ
港
の
地
図

に
そ
の
船
溜
ま
り
を
確
認
出
来
る
。
か
く

し
て
、
世
耕
弘
一
先
生
は
伏
見
丸
で
マ
ル

セ
イ
ユ
に
到
着
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の

第
一
歩
を
こ
の
岸
壁
に
印
さ
れ
た
と
い
う

　

史
料
15
に
よ
っ
て
、
先
生
が
搭
乗
さ
れ

た
伏
見
丸
が
一
九
二
三
年
、
即
ち
大
正

十
二
年
九
月
二
日
に
神
戸
を
出
航
し
た
と

い
う
事
実
確
認
が
出
来
た
こ
と
に
な
る
。

史
料
16
・
17
で
あ
る
日
本
郵
船
発
行
の
絵

葉
書
に
お
い
て
、
そ
の
伏
見
丸
の
航
行
す

る
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

史
料
８
に
お
い
て
「
日
本
を
は
な
れ
て

ベ
ル
リ
ン
に
着
く
ま
で
四
十
五
日
間
」
要

し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
神
戸
解

纜
か
ら
ベ
ル
リ
ン
到
着
ま
で
四
十
五
日
要

し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
史

料
19
の
『
渡
歐
案
内
』
所
収
の
「
歐
州
航

路
豫
定
航
海
日
数
及
距
離
」
に
よ
れ
ば
、

欧
州
航
路
に
就
役
し
て
い
た
日
本
郵
船
の

伏
見
丸
等
の
一
万
ト
ン
ク
ラ
ス
の
船
舶

は
、
神
戸
か
ら
四
十
三
日
目
に
マ
ル
セ
イ

ユ
着
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
先

生
は
こ
の
「
四
十
五
日
間
」
の
う
ち
の
初

め
か
ら
四
十
二
日
と
何
時
間
か
は
伏
見
丸

で
過
ご
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
大
正
十
二
年
七
月
一
日
刊
行
」
の

史
料
10
に
掲
載
さ
れ
た
日
本
郵
船
「
蘇

西
経
由
歐
洲
線
船
客
運
賃
表
」
に
よ
れ

ば
、
神
戸
か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ
ま
で
「
一
等
」

で
は
「
一
〇
〇
〇
円
」、「
二
等
」
で
は

「
六
七
〇
円
」、「
特
三
等
」
で
は
「
四
九
〇

円
」、「
三
等
」
で
は
「
三
三
〇
円
」
と

な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
世
耕
弘
一

先
生
の
場
合
、
同
年
九
月
二
日
神
戸
発

の
伏
見
丸
の
マ
ル
セ
イ
ユ
ま
で
の
運
賃
は

六
百
七
十
円
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

船
と
鉄
路
の
旅

　

史
料
８
で
は
、
先
生
は
小
林
錡
と
「
独
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ら
、
先
生
の
ベ
ル
リ
ン
到
着
は
、
即
ち
先

生
の
「
お
お
い
な
る
旅
路
」
の
終
わ
り
は

一
九
二
三
年
十
月
十
六
日
で
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
日
か
ら
足
掛

け
五
年
に
お
よ
ぶ
先
生
の
ベ
ル
リ
ン
で
の

留
学
生
活
が
始
ま
る
訳
で
あ
り
、
こ
の
時

期
の
ド
イ
ツ
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ

れ
に
つ
い
て
の
私
の
研
究
の
見
通
し
に
つ

い
て
言
及
し
て
終
わ
り
た
い
と
思
う
。

　

そ
の
前
に
こ
の
「
お
お
い
な
る
旅
路
」

の
数
字
的
総
括
を
し
て
お
き
た
い
。
ま

ず
、
移
動
距
離
は
東
京
・
神
戸
間
が
約

三
七
三
・
五
哩
（
当
時
の
時
刻
表
で
は

興
味
深
い
こ
と
に
距
離
は
哩
表
示
で
あ

る
）
即
ち
約
六
〇
一
・
〇
九
㎞
、
神
戸
・

マ
ル
セ
イ
ユ
間
が
約
九
七
七
三
浬
即
ち

約
一
八
〇
九
九
・
六
〇
㎞
、
マ
ル
セ
イ

ユ
・
ベ
ル
リ
ン
間
が
約
一
〇
五
六
哩
即

ち
約
一
六
九
九
・
四
七
㎞
で
、
総
計
約

二
〇
四
〇
〇
・
一
六
㎞
の
文
字
通
り
「
お

お
い
な
る
旅
路
」
で
あ
っ
た
。
次
に
「
お

お
い
な
る
旅
路
」
の
交
通
費
は
、
鉄
道
が

日
本
も
欧
州
も
二
等
と
仮
定
す
る
な
ら

ば
、
日
本
が
十
四
円
三
十
五
銭
、
欧
州
が

約
六
十
八
円
十
銭
ほ
ど
で
あ
り
、
船
賃

は
六
百
七
十
円
で
あ
る
の
で
、
総
計
約

七
百
五
十
二
円
四
十
五
銭
ほ
ど
で
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。　

　

さ
て
、
話
を
戻
し
て
、
こ
の
時
期
の

ド
イ
ツ
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
足
掛

け
五
年
に
及
ぶ
先
生
の
ベ
ル
リ
ン
で
の

留
学
生
活
に
つ
い
て
の
私
の
研
究
の
見

通
し
に
つ
い
て
言
及
し
、
終
わ
り
に
し

た
い
。
先
生
が
下
宿
さ
れ
た
ヴ
ィ
ル
デ

（W
ilde

）
家
が
あ
っ
た
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

（H
indenburg

）
通
り
（
現
在
で
は
改
称

の
時
刻
表
に
よ
れ
ば
、
当
時
ベ
ル
リ
ン
に

乗
り
入
れ
る
殆
ど
す
べ
て
の
長
距
離
列
車

が
到
着
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ア
ン
ハ

ル
ト
（A

nhalt

）
駅
に
、
先
述
の
二
本
の

列
車
も
到
着
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
史
料

23
の
絵
葉
書
が
ま
さ
し
く
一
九
二
三
年
当

時
の
同
駅
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
絵
葉
書
の

裏
に
あ
る
「
ベ
ル
リ
ン　

23
年
7
月
23
日

午
後
10
〜
11
時
」
の
消
印
と
「
23
年
7
月

23
日
」
の
通
信
文
の
日
付
か
ら
そ
れ
が
分

る
非
常
に
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
先
生

は
こ
の
ア
ン
ハ
ル
ト
駅
中
央
出
入
口
の

ポ
ー
チ
を
潜
ら
れ
て
「
お
お
い
な
る
旅

路
」
を
終
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

事
実
上
の
ベ
ル
リ
ン
中
央
駅
で
あ
っ
た

ア
ン
ハ
ル
ト
駅
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中

に
空
爆
で
破
壊
さ
れ
、
冷
戦
時
代
に
ベ
ル

リ
ン
が
東
西
に
分
割
さ
れ
、
東
西
ベ
ル
リ

ン
に
そ
れ
ぞ
れ
事
実
上
の
長
距
離
発
着
駅

が
生
じ
た
の
で
、
放
置
さ
れ
た
。
東
西
ド

イ
ツ
が
統
一
し
て
か
ら
新
た
な
ベ
ル
リ
ン

中
央
駅
が
建
設
さ
れ
た
の
で
、
壮
麗
な
ア

ン
ハ
ル
ト
駅
舎
は
中
央
出
入
口
の
ポ
ー
チ

が
残
存
す
る
に
過
ぎ
ず
、
史
料
24
の
書
籍

の
表
紙
に
あ
る
通
り
の
姿
で
あ
る
。
現
在

残
存
す
る
中
央
出
入
口
の
ポ
ー
チ
部
分
の

写
真
と
戦
前
に
撮
影
さ
れ
た
駅
舎
の
写
真

を
合
成
し
た
、
大
変
興
味
深
い
写
真
で
あ

る
。

　

す
で
に
述
べ
た
通
り
、
史
料
８
に
お

い
て
日
本
を
離
れ
て
ベ
ル
リ
ン
ま
で
は

四
十
五
日
要
し
た
と
陳
述
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
史
料
15
に
よ
っ
て
、
先
生
が
搭
乗
さ

れ
た
伏
見
丸
が
一
九
二
三
年
、
即
ち
大
正

十
二
年
九
月
二
日
に
神
戸
を
出
航
し
た
と

い
う
事
実
確
認
が
出
来
て
い
る
こ
と
か

　

こ
の
時
刻
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
マ
ル

セ
イ
ユ
発
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
行
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ

発
バ
ー
ゼ
ル
行
、
バ
ー
ゼ
ル
発
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
行
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
発
ベ
ル
リ

ン
行
の
列
車
の
中
の
急
行
を
中
心
に
し
て

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
考
察
し
て
み
る
と
、

マ
ル
セ
イ
ユ
発
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
行
の
三
本
の

急
行
の
内
、
結
論
的
に
言
え
ば
、
四
十
三

日
目
の
午
前
中
に
マ
ル
セ
イ
ユ
港
に
着
い

て
通
関
手
続
を
終
え
て
、
十
二
時
十
分
発

の
列
車
に
乗
っ
た
場
合
の
み
、
四
十
五
日

目
に
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
す
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
る
。
即
ち
十
二
時
十
分
に
マ
ル

セ
イ
ユ
を
発
っ
て
二
十
三
時
三
十
二
分
に

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
到
着
し
、
翌
四
十
四
日
目

零
時
四
十
七
分
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
を
発
っ
て

六
時
二
十
七
分
に
バ
ー
ゼ
ル
に
到
着
す

る
。

　

こ
こ
か
ら
は
二
つ
の
可
能
性
が
あ
り
、

そ
の
一
つ
は
十
時
四
十
五
分
に
バ
ー
ゼ
ル

を
発
っ
て
二
十
三
時
四
分
に
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
に
到
着
し
、
四
十
五
日
目
七
時
二
分

に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
発
っ
て
十
七
時

二
十
六
分
に
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
す
る
。
も

う
一
つ
は
四
十
四
日
目
十
九
時
三
十
五
分

に
バ
ー
ゼ
ル
を
発
っ
て
四
十
五
日
目
七
時

四
十
分
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
到
着
し
、

こ
の
四
十
五
日
目
十
三
時
二
十
分
に
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
を
発
っ
て
二
十
二
時
五
十
分

に
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
す
る
。
こ
の
い
ず
れ

か
で
先
生
は
四
十
五
日
目
に
ベ
ル
リ
ン
に

到
着
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

ベ
ル
リ
ン

　

史
料
22
の
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
社
の
こ

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
、
マ
ル
セ
イ
ユ

か
ら
欧
州
各
地
ま
で
の
鉄
道
料
金
表
に
よ

れ
ば
、
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
ベ
ル
リ
ン
ま
で

は
、
一
等
車
が
九
ポ
ン
ド
二
シ
リ
ン
グ
六

ペ
ン
ス
、
二
等
車
が
六
ポ
ン
ド
四
シ
リ
ン

グ
六
ペ
ン
ス
と
な
っ
て
お
り
、
先
生
の

「
ド
イ
ツ
留
学
の
憶
い
出
」
で
は
伏
見
丸

で
は
「
二
等
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
列
車
の
場
合
も
や
は
り
二
等
車
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
、
当
時
の
為

替
レ
ー
ト
か
ら
算
定
す
る
と
、
約
六
十
八

円
十
銭
ほ
ど
と
な
る
。

　

大
正
十
三
年
に
や
は
り
伏
見
丸
で
マ
ル

セ
イ
ユ
に
着
い
た
東
洋
史
学
者
の
内
藤

湖
南
こ
と
内
藤
虎
次
郎
（
一
八
六
六
―

一
九
三
四
）
は
二
時
間
足
ら
ず
で
通
関
手

続
き
を
終
え
て
市
内
に
入
っ
て
お
り
、
同

年
に
日
本
郵
船
の
白
山
丸
で
四
月
七
日
の

早
朝
に
マ
ル
セ
イ
ユ
港
に
着
い
た
法
哲
学

者
恒
藤
恭
（
一
八
八
八
―
一
九
六
七
）
は

午
前
九
時
頃
に
「
税
関
の
検
査
」
を
受
け

て
市
内
に
入
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
マ

ル
セ
イ
ユ
の
通
関
手
続
き
は
比
較
的
短
時

間
で
済
み
、
市
内
に
入
れ
た
こ
と
が
分
る
。

　

一
八
七
三
年
以
来
、
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
社
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
鉄
道
の
時
刻

表
を
刊
行
し
て
い
る
の
で
、
一
九
二
三
年

刊
行
の
同
社
の
時
刻
表
を
博
捜
し
て
み
た

結
果
、
海
外
諸
国
の
種
々
の
ア
ー
カ
イ
ヴ

ズ
な
ど
に
も
こ
れ
を
見
出
す
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
だ
が
、
全
く
意
外
且
つ

幸
運
な
こ
と
に
は
、
同
社
が
刊
行
し
た

一
九
二
三
年
十
月
版
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸

の
鉄
道
の
時
刻
表
を
大
阪
府
立
中
央
図
書

館
で
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
が
史

料
22
で
あ
る
。



平 成 26 年 3 月 （8）

年
に
本
学
は
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
百
周
年
に
向
け
、
校
史
に
関
わ
る
史

資
料
を
収
集
し
て
い
く
必
要
が
一
層
高

ま
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
本
学
で
は
文
書
保
存
規
程
に

よ
っ
て
「
校
史
編
纂
の
参
考
と
な
る
文

書
・
資
料
で
重
要
な
も
の
」
を
永
年
保
存

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
校
史
関
係
史
資

料
を
保
存
す
る
基
本
的
な
仕
組
み
が
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
百
周
年
に
向
け
て
、
こ
の
仕
組

み
を
生
か
し
な
が
ら
、
各
部
署
に
す
で
に

保
存
さ
れ
て
い
る
史
資
料
に
関
す
る
全
学

レ
ベ
ル
の
情
報
共
有
や
、
ど
の
よ
う
な
文

書
が
校
史
編
纂
に
と
っ
て
重
要
な
の
か
に

関
す
る
具
体
的
検
討
が
行
わ
れ
、
校
史
関

係
の
史
資
料
の
適
切
な
保
存
・
整
理
・
活

用
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
本
館

な
ど
の
建
て
替
え
工
事
に
伴
っ
て
、
貴
重

な
校
史
関
係
史
資
料
が
失
わ
れ
な
い
よ
う

に
努
め
て
い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
で

し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
、
本
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
校
史
関
係
史
資
料
の
収

集
・
整
理
や
、
将
来
的
な
大
学
ア
ー
カ
イ

ヴ
ズ
（
校
史
関
係
史
資
料
を
含
む
保
存
年

限
を
過
ぎ
た
学
内
文
書
を
適
切
に
整
理
・

保
存
・
公
開
す
る
機
関
）
に
関
す
る
基
礎

的
な
調
査
・
研
究
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
ま
ず
主
要
課

題
と
し
て
、
学
内
各
部
署
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
学
内
の
史
資
料
の
見
学
調
査
や
整

理
方
法
の
検
討
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
校
史
関
係
の
学
外
資
料
の
調

現
実
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
的
展
開
を

世
耕
弘
一
先
生
は
恩
師
プ
リ
ル
教
授
の
忠

告
に
従
っ
て
確
か
と
考
察
さ
れ
た
と
拝
察

さ
れ
る
。
そ
の
時
代
の
知
見
は
、
先
生
が

穏
健
な
自
由
主
義
の
政
治
家
と
し
て
、
周

知
の
如
く
特
に
第
二
次
世
界
大
戦
中
・
戦

後
に
大
車
輪
の
活
躍
を
さ
れ
た
こ
と
の
礎

と
な
っ
た
と
確
信
す
る
次
第
で
あ
る
。
そ

う
し
た
意
味
を
持
つ
世
耕
弘
一
先
生
の
ド

イ
ツ
留
学
中
の
御
活
動
は
、
今
後
時
間
を

か
け
て
仔
細
に
考
察
し
、
他
日
何
ら
か
の

形
で
報
告
致
し
た
い
と
思
う
。

大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
と
校
史
関
係

史
資
料
に
関
す
る
建
学
史
料
室
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
に
つ
い
て

副
学
長
・
経
営
学
部
教
授

　
　
　

建
学
史
料
室
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田　

大
三

　

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
に
教
員
十
人

（
増
田
、
法
学
部
准
教
授  

上
﨑
哉
、
経
済

学
部
准
教
授  

藪
下
信
幸
、
経
営
学
部
教

授  

稲
葉
浩
幸
、
文
芸
学
部
教
授  

鈴
木

拓
也
・
准
教
授  

酒
勾
康
裕
、
教
職
教
育

部
教
授  

冨
岡
勝
、
短
期
大
学
部
教
授  

田

窪
直
規
・
教
授  

井
田
泰
人
、
九
州
短
期

大
学
准
教
授  

三
木
一
司
）
は
建
学
史
料

室
の
兼
務
発
令
を
受
け
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
近
畿
大
学
の
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ

と
校
史
関
係
史
資
料
に
関
す
る
調
査
・
研

究
」
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

十
一
年
後
の
平
成
三
十
七
（
二
〇
二
五
）

リ
ン
に
到
着
さ
れ
た
直
後
の
同
年
十
月

二
十
二
日
に
は
四
百
億
マ
ル
ク
と
な
っ

た
。
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
内
閣
に
よ
っ
て

不
動
産
を
基
礎
と
す
る
暫
定
的
な
不
換
紙

幣
レ
ン
テ
ン
マ
ル
ク
（Rentenm

ark

）

が
同
年
十
一
月
に
発
行
さ
れ
、
一
兆
マ

ル
ク
と
一
レ
ン
テ
ン
マ
ル
ク
が
交
換
さ

れ
、
他
の
経
済
政
策
の
効
果
も
あ
り
、
翌

一
九
二
四
年
初
め
に
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
こ
と
に
奇
跡
的
に
終
息

し
た
。
こ
う
し
た
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
特
に
当
時
の
ド
イ
ツ
の
中
産

階
層
に
大
打
撃
を
与
え
、
先
生
の
下
宿
先

の
ヴ
ィ
ル
デ
家
の
夫
人
が
悲
嘆
に
暮
れ
た

の
は
こ
う
し
た
経
済
的
背
景
が
あ
っ
た
訳

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
先
生
は
史
料
７
の
「
ド

イ
ツ
留
学
の
憶
い
出
」
で
、
史
料
28
に
あ

る
よ
う
な
ウ
ン
タ
ー
・
デ
ン
・
リ
ン
デ
ン

（U
nter den Linden

）
通
り
の
ベ
ル
リ

ン
大
学
の
教
室
に
通
う
の
と
同
時
に
レ
オ

ン
ハ
ル
ト
（Leonhardt

）
通
り
の
プ
リ

ル
（Prill

）
教
授
宅
に
も
頻
繁
に
出
入
り

さ
れ
、
ド
イ
ツ
と
い
う
国
を
し
っ
か
り
見

て
ド
イ
ツ
語
を
し
っ
か
り
勉
強
し
て
お
く

よ
う
に
と
の
「
ド
イ
ツ
留
学
の
秘
訣
」
を

同
教
授
か
ら
授
か
り
、
忠
実
に
そ
れ
を
実

行
さ
れ
て
留
学
中
は
幅
広
く
勉
強
さ
れ
た

と
拝
察
さ
れ
る
。
先
生
は
一
九
二
七
年
初

め
ま
で
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
さ
れ
た
が
、
そ

の
頃
に
は
ド
イ
ツ
の
経
済
は
立
ち
直
り
、

議
会
制
民
主
主
義
に
よ
る
政
治
も
そ
れ
な

り
の
安
定
を
見
せ
、
い
わ
ゆ
る
「
ヴ
ァ
イ

マ
ル
共
和
国
の
相
対
的
安
定
期
」
が
現
出

す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
経
済
的
・
政
治
的

さ
れ
てA

m
 V

olkspark

）
は
史
料
25
・

史
料
26
の
地
図
に
確
認
で
き
る
。
同
家
は

戦
前
に
は
豊
か
な
中
産
階
層
に
属
し
て
い

た
の
に
、
人
を
下
宿
さ
せ
る
よ
う
な
状
況

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
ヴ
ィ
ル
デ
夫
人
が

事
あ
る
毎
に
嘆
い
て
い
た
と
『
土
性
骨
風

雲
録
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
は
注
目
に

値
す
る
。
関
東
大
震
災
を
幸
運
に
も
免
れ

て
留
学
先
の
ベ
ル
リ
ン
に
よ
う
や
く
到
着

さ
れ
た
先
生
は
、
大
き
な
世
界
史
的
な
経

済
的
変
動
に
遭
遇
さ
れ
た
。
即
ち
、
あ
の

名
高
い
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

そ
れ
で
あ
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
に
敗
れ
た
ド
イ
ツ

は
「
天
文
学
的
数
字
」
と
評
さ
れ
た

千
三
百
二
十
億
マ
ル
ク
の
賠
償
金
を
課

せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
敗
戦
国
ド
イ
ツ
の

経
済
的
能
力
を
超
え
る
も
の
で
、
賠
償
支

払
い
は
当
然
遅
延
し
、
そ
れ
を
理
由
に
フ

ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
軍
が
ド
イ
ツ
工
業
の

心
臓
部
と
も
言
う
べ
き
ル
ー
ル
地
方
を
占

領
し
、
ド
イ
ツ
共
和
国
の
ク
ー
ノ
内
閣
は

ル
ー
ル
地
方
の
住
民
に
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
な

ど
の
い
わ
ゆ
る
「
消
極
的
抵
抗
」
を
呼
び

か
け
た
。
そ
の
政
策
は
失
敗
で
あ
り
、
ド

イ
ツ
の
経
済
は
破
綻
し
、
こ
の
年
に
急
激

な
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行

し
た
。

　

史
料
27
の
よ
う
な
高
額
紙
幣
が
乱
発

に
乱
発
を
重
ね
ら
れ
た
。
一
ド
ル
に
対

す
る
マ
ル
ク
の
為
替
レ
ー
ト
は
第
一
次

世
界
大
戦
前
の
一
九
一
四
年
七
月
に
は

四
・
二
マ
ル
ク
だ
っ
た
の
に
、
大
戦
後
の

一
九
二
〇
年
一
月
に
は
四
一
・
九
マ
ル

ク
、
一
九
二
三
年
一
月
三
十
一
日
に
は

四
万
九
千
マ
ル
ク
、
そ
し
て
先
生
が
ベ
ル
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査
・
収
集
、
学
外
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
訪

問
調
査
、
学
内
公
開
研
究
会
の
実
施
な
ど

も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

本
誌
に
お
い
て
、
調
査
・
研
究
の
進
行

状
況
を
き
め
細
か
く
報
告
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
学
に
関
係
す
る
す
べ
て

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

活
動
報
告

第
一
回
勉
強
会

（
平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
一
日
）

　

勉
強
会
の
開
始
に
伴
い
、
学
内
外
の

資
料
収
集
、
学
外
訪
問
調
査
な
ど
平
成

二
十
五
年
度
の
勉
強
会
活
動
内
容
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
。
他
に
も
研
究
成
果
の
公

表
手
段
や
建
学
百
周
年
に
向
け
た
仮
工
程

表
に
つ
い
て
の
提
案
な
ど
が
行
わ
れ
た

（
経
営
学
部
教
授
・
建
学
史
料
室
研
究
員

　

稲
葉
浩
幸
、
経
済
学
部
准
教
授
・
建
学

史
料
室
研
究
員　

藪
下
信
幸
）
。

第
二
回
勉
強
会

（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
一
日
）

　

平
成
二
十
五
年
度
の
調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
確
認
し
、
研
究
・
調
査
の
役
割
分
担

と
印
刷
物
の
掲
載
記
事
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。
そ
の
他
、
平
成
二
十
六
度
予
算

案
、
関
西
教
育
学
会
で
の
発
表
、
全
国
大

学
史
資
料
協
議
会
西
日
本
部
会
研
究
会
へ

の
参
加
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。（
短
期
大

学
部
教
授
・
建
学
史
料
室
研
究
員　

井
田

泰
人
）
。

各
地
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
紹
介　

１

—
 

創
立
90
周
年
を
迎
え
た
滋
賀
大
学

経
済
学
部
の
二
つ
の
取
り
組
み —

　
　
　
　
　
　
　

教
職
教
育
部
教
授
・

　
　
　

建
学
史
料
室
研
究
員　
　
　
　
　

　
　

冨
岡　
　

勝

　

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
本
学
に

お
い
て
本
格
的
な
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ

（
保
存
年
限
終
了
後
の
大
学
事
務
文
書
な

ど
を
収
集
・
保
存
・
公
開
す
る
組
織
）
の

設
置
が
検
討
さ
れ
る
際
に
備
え
、
各
地
の

ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
（
大
学
や
地
方
自
治
体
の

文
書
館
や
史
料
館
な
ど
）
に
関
す
る
訪
問

調
査
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
調
査
で
知
っ
た
各

ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
最
新
動
向
を
毎
号
少
し

ず
つ
紹
介
し
、
本
学
の
特
色
を
生
か
し
た

大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
づ
く
り
に
少
し
で
も

役
立
て
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
滋
賀
大
学
経

済
学
部
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
同
学
部

は
、
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
に
設
置

さ
れ
た
彦
根
高
等
商
業
学
校
を
母
体
と

し
て
い
る
。
昨
年
に
創
立
90
周
年
を
迎

え
、
同
学
部
の
附
属
史
料
館
で
企
画
展
示

「
彦
根
高
商
の
日
々
― 

聞
け
黙
々
と
し
て

語
る
史
書
（
ふ
み
）
―
」
を
開
催
し
て
い

る
。
筆
者
も
Ｊ
Ｒ
に
乗
っ
て
見
学
に
行
っ

て
み
た
。
彦
根
高
等
商
業
学
校
時
代
の
教

科
書
、
試
験
問
題
、
学
生
生
活
の
写
真
、

一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
の
学
徒
出
陣

壮
行
会
で
の
送
辞
・
答
辞
な
ど
の
現
史
料

が
数
多
く
展
示
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
学

生
生
活
を
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
浮
か
べ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

同
史
料
館
は
彦
根
高
商
時
代
に
設
け
ら

れ
て
い
た
近
江
商
人
研
究
室
を
母
体
に
、

一
九
五
〇
年

に
主
に
滋
賀

県
下
の
経
済

史
等
に
関
係

す
る
史
資
料

の
保
存
・
活

用
を
目
的
に

設
け
ら
れ
て

い
る
。
し
た

が
っ
て
同
史

料
館
は
厳
密

な
意
味
で
は

大
学
ア
ー
カ

イ
ヴ
ズ
と
は

い
え
な
い
が
、

同
窓
会
会
員

か
ら
の
提
供
や
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
発
見

な
ど
を
通
じ
て
校
史
関
係
の
史
資
料
を
収

集
し
続
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
史
資
料
を

基
盤
に
し
て
近
い
将
来
、
滋
賀
大
学
内
に

本
格
的
な
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
が
作
ら
れ

る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像

さ
れ
る
。

　

ま
た
同
学
部
経
済
経
営
研
究
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
が
あ
り
、
彦
根
高
等
商
業
学
校
関
係

の
史
資
料
（
文
書
・
刊
行
物
・
卒
業
ア
ル

バ
ム
な
ど
）
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
卒
業

ア
ル
バ
ム
な
ど
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
デ
ジ

タ
ル
画
像
で
公
開
す
る
と
い
う
の
は
個
人

情
報
な
ど
の
問
題
か
ら
容
易
な
こ
と
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
著
作
権
の
帰
属
、

利
用
目
的
の
限
定
な
ど
に
つ
い
て
利
用
内

規
で
ル
ー
ル
化
し
て
お
く
こ
と
で
公
開
を

実
現
し
て
い
る
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
の
取
り
組
み
も
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ

の
活
動
を
先
取
り
し
た
も
の
と
い
え
よ

う
。

　

滋
賀
大
学
経
済
学
部
の
二
つ
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
設

置
を
構
想
し
つ
つ
、
そ
の
実
現
前
か
ら
、

大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
活
動
を
実
質
的
に

一
部
先
取
り
し
て
実
施
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
り
、
有
意
義
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
来
年
の
二
〇
一
五
年
に
創
立
90
周
年

を
迎
え
る
本
学
で
も
負
け
て
い
ら
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
た
。

滋賀大学経済学部附属史料館の外観
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米
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵｢

同
交

会
之
記
」
に
つ
い
て　

—
 

鳩
山
一

郎
氏
救
済
の
た
め
の
世
耕
文
書 —

　

こ
の
た
び
、
国
立
国
会
図
書
館
東
京
本

館
憲
政
資
料
室
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に

撮
影
さ
れ
た
「
同
交
会
之
記
」
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
複
写
を

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
同
交
会
之
記
」
は
、

米
国
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

　

こ
の
資
料
は
、
以
前
本
誌
に
お
い
て
ご

紹
介
し
た
東
京
大
学
法
学
部
所
蔵
「
同
交

会
記　

昭
和
廿
一
年
五
月
十
五
日
記
」
の

原
本
と
い
え
る
も
の
で
、
世
耕
弘
一
先
生

が
鳩
山
一
郎
氏
を
公
職
追
放
か
ら
救
済
す

る
た
め
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
し
た
自
筆
文
書

で
あ
る
。

　
（「「
同
交
会
記
」
に
つ
い
て
」
本
誌
七

号　

平
成
十
五
年
四
月　

八
頁
参
照
。
）

　

米
国
国
立
公
文
書
館
は
、
正
式
名
称

をN
ational A

rchives and R
ecords 

A
dm

inistration = N
A

RA

（ 

「
国
立
公

文
書
館
・
記
録
管
理
庁
」
）
と
い
い
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
の
歴
史
的
資
料
の
保
存
お

よ
び
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
連
邦

各
省
庁
の
記
録
管
理
を
指
導
、
監
督
す
る

機
能
を
有
す
る
機
関
で
あ
る
。

　

こ
の
文
書
の
書
誌
事
項
は
、
次
の
よ
う

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

IPS D
oc, N

o.2323: D
O

K
O

K
A

I

（A
 

Pacifist Society), by SEK
O

, K
oichi 

Source, H
A

T
O

Y
A

M
A

, Ichiro

文
書
名
： G

H
Q

/SC
A

P
 R

ecords, 

International Prosecution Section = 

連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
国
際
検
察

局
文
書
： Entry N

o 329 N
um

erical 
Evidentiary D

ocum
ents A

ssem
bled 

as Evidence by the Prosecution for 
U

se before the IM
T

FE, 1945-47

　

ま
た
、
こ
の
文
書
に
は
、
世
耕
先
生
の

自
筆
の
墨
書
に
よ
る
「
同
交
会
之
記
」
と

と
も
に
、
そ
の
英
語
訳
が
添
付
さ
れ
て
い

た
。
自
筆
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
多
少
の

異
同
が
あ
る
も
の
の
、
戦
時
下
に
お
い
て

議
会
で
の
言
論
の
自
由
を
守
る
た
め
に

戦
っ
た
同
交
会
結
成
の
経
緯
に
つ
い
て
詳

細
に
述
べ
ら
れ
た
内
容
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
紹
介
さ
れ
て
き
た
も
の
と
ほ
ぼ
一
致
し

た
文
書
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
書
が
、
米
国

側
資
料
の
中
か
ら
新
た
に
発
見
さ
れ
た
こ

と
の
意
義
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い

で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
文
書
に
よ
っ
て
、
長
年
の
同
志
で

あ
り
、
盟
友
で
あ
っ
た
鳩
山
一
郎
氏
の
窮

地
を
救
わ
ん
と
す
る
世
耕
先
生
の
懸
命
な

思
い
を
、
そ
の
筆
跡
か
ら
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。

中
央
図
書
館
・
建
学
史
料
室

寺
尾　
　

隆

附
属
豊
岡
高
等
学
校　
　
　

　
　
　
　
　

生
徒
の
感
想
文

二
年　

小
川　

美
稀

　

こ
の
話
を
読
ん
で
、
今
ま
で
の
勉
強
に

対
し
て
の
考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。
世
耕

先
生
は
、
中
学
へ
行
き
た
い
と
い
う
志
を

も
っ
て
、
必
死
に
勉
強
し
て
い
て
、
私
と

は
全
然
違
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
目

指
し
て
い
る
所
も
な
く
、
勉
強
に
対
し
て

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
な
く
て
、
い
つ

も
な
ん
と
な
く
生
活
し
て
い
る
の
で
、
世

耕
先
生
の
生
き
方
は
と
て
も
立
派
だ
と

思
う
し
、
苦
労
も
す
ご
い
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
中
学
進
学
が
で
き
な
く

な
り
、
夢
が
あ
っ
さ
り
と
絶
た
れ
て
し

ま
っ
て
も
諦
め
ず
、
絶
対
に
中
学
に
行
く

と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
ち
続
け
る
こ
と

は
簡
単
な
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。
私
は
今
ま
で
勉
強
に
必
死
に
な
っ

た
こ
と
が
な
く
て
、
テ
ス
ト
に
関
し
て

も
、
欠
点
で
な
け
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い

て
、
あ
ま
り
や
ら
な
か
っ
た
り
、
真
面
目

に
し
た
り
し
て
い
な
い
の
で
こ
れ
か
ら
は

何
か
目
標
に
向
か
っ
て
必
死
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
勉
強
を
し
て
い
る
時
に
は

と
て
も
つ
ら
い
と
思
う
け
ど
、
そ
の
つ
ら

さ
を
乗
り
越
え
れ
ば
、
楽
し
い
こ
と
が
あ

る
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
生
き
て
行
く

中
で
色
々
あ
る
と
思
う
け
ど
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

二
年　

尾
畑　

佳
奈
子

　

世
耕
弘
一
先
生
の
話
を
読
ん
で
、
す
ご

い
努
力
家
だ
と
思
い
ま
し
た
。
中
学
へ
進

学
し
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
ま
し
た

が
、
一
度
は
夢
が
絶
た
れ
て
し
ま
っ
た
け

れ
ど
、｢

負
け
て
た
ま
る
か｣

と
い
う
強

い
気
持
ち
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

数
年
た
っ
て
営
業
現
場
を
取
り
仕
切
る

ま
で
に
な
っ
て
い
た
っ
て
こ
と
は
、
そ
れ

だ
け
頑
張
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
っ
て
思
い
ま

し
た
。
一
番
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
大
学

に
入
り
学
問
を
す
る
と
い
う
夢
を
捨
て
ず

に
ず
っ
と
抱
い
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
こ

自
校
教
育
の
実
施

 　

附
属
豊
岡
高
等
学
校
進
学
コ
ー
ス

で
は
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
、
自

校
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
近
畿

大
学
の
建
学
の
精
神
、
教
育
の
目
的

な
ど
を
学
び
、
附
属
高
校
の
一
員
と

し
て
、
本
学
園
で
学
ぶ
こ
と
の
誇
り

や
喜
び
を
持
た
せ
、
自
己
実
現
に
繋

げ
る
た
め
の
一
連
の
教
育
・
学
習
活

動
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

一
学
期
に
一
、二
年
生
で
実
施
し

た
自
校
教
育
の
建
学
の
精
神
の
中
の
、

世
耕
弘
一
初
代
総
長
の
人
生
に
学
ぶ

「
⑴
生
い
立
ち
を
中
心
に
」
と
「
⑵
不

屈
の
政
治
家
・
近
畿
大
学
の
設
立
」

の
二
時
間
の
授
業
の
感
想
で
す
。

近
畿
大
学
附
属
豊
岡
高
等
学
校
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ま
で
勉
強
が
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
私

に
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
だ
け
強

い
気
持
ち
で
学
び
た
い
と
思
う
こ
と
は
、

す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
近
大
の
高
校
に
入
学
し
て
初
め

は
な
に
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近
大

は
世
耕
弘
一
先
生
と
い
う
立
派
な
方
が
始

め
ら
れ
た
学
校
と
い
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と

覚
え
て
お
き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
を
有
意
義
に
過

ご
し
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

二
年　

戸
田　

裕
香

　

勉
強
が
と
て
も
好
き
だ
か
ら
何
に
で
も

一
生
懸
命
頑
張
れ
て
最
終
的
に
は
大
学
を

創
る
と
い
う
す
ご
い
こ
と
を
成
し
遂
げ
れ

た
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
好
き
な

こ
と
に
は
誰
で
も
い
く
ら
で
も
取
り
組
め

る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
世
耕
弘

一
先
生
は
何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。
私
は
積
極
的

に
進
ん
で
何
か
を
し
た
り
す
る
の
は
苦
手

な
の
で
自
ら
海
外
留
学
を
決
め
て
留
学
し

た
り
す
る
の
は
す
ご
い
勇
気
が
あ
る
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

私
と
同
じ
歳
ぐ
ら
い
の
時
に
私
の
何
十

倍
も
苦
労
さ
れ
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
し

た
。
今
の
時
代
高
校
や
大
学
に
行
く
の
は

結
構
あ
た
り
前
に
行
け
る
の
に
当
時
は
行

か
な
く
て
も
普
通
と
い
っ
た
感
じ
で
な
ん

か
変
な
感
じ
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
高

校
や
大
学
へ
行
か
な
く
て
も
か
し
こ
く
て

そ
の
上
大
学
教
授
に
も
な
っ
た
な
ん
て
、

生
ま
れ
持
っ
た
才
能
だ
と
し
て
も
す
ご
い

と
思
い
ま
す
。
家
族
の
方
々
も
田
舎
か
ら

息
子
を
送
り
出
す
の
は
さ
み
し
か
っ
た
だ

ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
家
族
の
協
力
は

と
て
も
大
き
い
も
の
だ
と
思
う
の
で
世
耕

弘
一
先
生
に
と
っ
て
も
す
ご
く
心
強
い
も

の
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

二
年　

山
田　

陽
香

　

小
さ
い
頃
か
ら
苦
労
し
て
き
た
人
は
苦

し
い
こ
と
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
ん
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
す
ご
く
勉
強
が
好
き
な
人

で
そ
ん
な
に
好
き
に
な
れ
て
う
ら
や
ま
し

い
で
す
。
壮
大
な
夢
を
実
現
す
る
た
め
に

は
多
額
の
資
金
が
い
る
た
め
、
満
州
（
現

中
国
東
北
部
）
に
住
ん
だ
行
動
力
も
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
。
世
耕
弘
一
先
生
の
ま

わ
り
に
は
優
し
い
人
が
多
く
い
た
の
も
夢

を
実
現
で
き
た
理
由
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
三
人
の
兄
か
ら
お
金
を
も
ら
っ
た

り
、
お
母
さ
ん
か
ら
か
つ
お
節
が
送
ら
れ

て
き
た
り
と
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
世
耕
弘
一
先
生
の
苦
労
や
が
ん

ば
り
を
見
て
い
て
く
れ
た
人
も
い
い
人
だ

と
思
い
ま
し
た
。
誰
も
見
て
い
な
い
よ
う

な
小
さ
な
が
ん
ば
り
で
も
見
て
く
れ
て
い

る
人
が
い
る
ん
だ
な
と
思
っ
て
私
も
そ
ん

な
こ
と
が
で
き
る
人
に
な
っ
て
い
き
た
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

世
耕
弘
一
先
生
の
お
母
さ
ん
が
言
っ
た

言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
勉
強
も
部

活
も
な
ま
け
た
ら
ど
ち
ら
も
い
い
成
績
に

は
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
、
私
も
が
ん
ば

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。二

年　

山
下　

浩
輝

　

今
回
、
自
校
学
習
二
回
目
と
い
う
こ
と

で
世
耕
先
生
の
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
の
お
話

を
読
み
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
日
本
を

動
か
す
能
力
の
あ
る
す
ば
ら
し
い
人
だ
と

思
い
ま
し
た
。
僕
は
こ
の
資
料
を
読
ん
で

特
に
興
味
を
引
い
た
の
は
、
世
耕
先
生
の

政
治
家
と
し
て
の
行
動
で
す
。
誰
し
も
国

民
の
た
め
、
人
の
た
め
に
何
か
を
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
思

い
ま
す
。
今
の
政
治
家
は
そ
の
よ
う
な
思

い
を
持
っ
て
い
て
も
、
自
分
の
名
前
を
傷

つ
け
た
く
な
い
一
心
で
な
か
な
か
実
行
し

て
く
れ
ま
せ
ん
。
で
も
世
耕
先
生
は
違
い

ま
し
た
。
自
分
の
事
な
ど
二
の
次
、
と
に

か
く
国
民
、
国
民
第
一
の
考
え
の
持
ち
主

で
し
た
。
東
条
政
権
へ
の
反
骨
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
隠
退
蔵
物
資
の
摘
発
、
ま

さ
に
日
本
の
未
来
を
大
き
く
変
え
る
よ
う

な
仕
事
を
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

僕
が
世
耕
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
常

に
自
分
に
素
直
に
行
動
し
、
常
に
清
廉
潔

白
で
あ
り
続
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
意
識
し
て
日
々

の
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。

二
年　

岩
崎　

善
起

　

世
耕
先
生
の
気
迫
や
意
思
の
強
さ
は
、

す
ば
ら
し
い
物
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

先
生
の
苦
労
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。
当
時
、
泣
く
子
も
黙
る
東
条
内
閣
と

も
真
向
に
自
分
の
意
見
を
ぶ
つ
け
、
自
分

の
意
志
を
貫
く
姿
勢
は
皆
に
も
も
っ
と
必

要
な
能
力
だ
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の
意

見
を
は
っ
き
り
言
い
、
意
思
を
貫
く
そ
の

姿
勢
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

相
手
の
大
き
さ
に
一
度
は
選
挙
を
落
と

さ
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
次
に
は
返
り
咲
い

て
大
手
の
不
正
を
取
り
締
ま
り
、
不
正
は

不
正
だ
と
、
正
義
の
た
め
に
、
自
分
の
近

い
立
場
の
人
も
、
真
向
か
ら
倒
す
。
そ
う

い
う
と
こ
ろ
に
あ
こ
が
れ
を
抱
き
ま
し

た
。

　

お
お
き
な
思
い
は
人
を
動
か
す
と
わ
か

り
ま
し
た
。
か
な
り
過
激
な
事
を
し
た
り

と
反
骨
政
治
家
と
し
て
、
内
部
か
ら
は
嫌

わ
れ
る
事
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
国

家
の
た
め
に
、
自
ら
の
事
は
考
え
ず
に
動

き
ま
わ
っ
て
い
た
の
は
、
読
ん
で
い
て

か
っ
こ
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
世
耕
先
生

と
い
う
人
は
人
間
と
し
て
の
義
が
通
っ
て

い
る
と
思
い
ま
し
た
。
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建
学
史
料
室
か
ら
の
お
願
い

▼
史
資
料
収
集

　

世
耕
弘
一
先
生
、
政
隆
先
生
、
弘
昭
先

生
ご
生
前
の
関
係
史
資
料
（
出
版
物
、
書

簡
、
写
真
、
録
音
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
、
そ

の
他
何
で
も
結
構
で
す
）
を
、
現
在
も
お

手
元
に
保
管
さ
れ
て
い
る
方
々
に
、
そ
の

関
係
史
資
料
の
ご
寄
贈
又
は
複
製
で
の
ご

提
供
を
賜
り
た
く
、
当
史
料
室
で
は
広
く

皆
様
方
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
史
料
室
へ
ご

一
報
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

不
倒
館
の
開
館
日
・
時
間
は
、
近
畿
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
不
倒
館
―
創
設
者
世

耕
弘
一
記
念
室
―
」
の
サ
イ
ト
で
お
知
ら

せ
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
畿
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
右

下
に
あ
る
（
不
倒
館　

創
設
者
世
耕
弘
一

記
念
室　

立
像
の
画
面
）
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

〒
五
七
七
‐
八
五
〇
二

東
大
阪
市
小
若
江
三
―
四
―
一

近
畿
大
学 

建
学
史
料
室

電 

話
（
〇
六
）
四
三
〇
七
―
三
〇
九
一

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

U
R

L http://w
w

w
.kindai.ac.jp

ホームカミングデーでの近畿大学体育会柔道部ＯＧの皆さん 附属学校サッカー交流戦で訪問の附属和歌山高等学校生徒の皆さん

不
倒
館
を
訪
れ
た
方
々

　

世
耕
弘
一
先
生
の
肖
像
画

と
人
力
車
を
囲
ん
で
の
写
真

撮
影
が
好
評
で
す
。
今
回
は
、

平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
九

日
開
催
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
に
訪
れ
た
近
畿
大
学
体

育
会
柔
道
部
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん

と
、
同
年
十
一
月
二
十
三
日

に
実
施
さ
れ
た
附
属
学
校

サ
ッ
カ
ー
交
流
戦
の
キ
ャ
ン

パ
ス
見
学
で
来
館
し
た
附
属

和
歌
山
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー

部
の
生
徒
の
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

不
倒
館
入
館
者
数
の
報
告

　

平
成
二
十
一
年
九
月
に
開
設
以
来

の
不
倒
館
入
館
者
数
を
年
度
別
で
報

告
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度

　
　
　
　
　
　

 

一
九
五
一
人

平
成
二
十
二
年
度　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

 

二
四
四
六
人

平
成
二
十
三
年
度　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

 

二
五
七
九
人

平
成
二
十
四
年
度　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

 

二
九
七
一
人

平
成
二
十
五
年
度 

二
月
末

　
　
　
　
　
　

 

三
四
二
四
人

　

   

総
数　

 

一
三
三
七
一
人




